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第11回 総会と講演会のお矢□らせ

下記の日程にて生物的防除郡会の総会および講演会を開催致します。会員の皆様

のご参加をお待ち致します。

日時  平 成17年 5月 26日 (本) 午 後3時から

場所  東 京農業大学世日谷キャンパス2暑館3階国際農業開発学科会議窒

総会  1.平 成16年 度事業および決算報告

2.役 員改選

3.平 成17年 度事業計画および予算

4.そ の他

講)寅  演 題  「 IPM(総 合的病書虫・雑車管理)に 関する現状と課題」

演者 (独 )産 業 ・生物系特定産業技術研究機構

中央農業総合研究センター

虫書防除部長  宮 井 俊 一氏

なお、講)員会終了後には、講演者を囲んでの懇親会を予定してしヽます。是非ご参

加くださしヽ。



性フェロモン剤を核としたレタス ・キャベツの総含的書虫管理

長野県野菜花き試験揚 研 究員 豊 嶋悟郎

長野県の2004年 の農業総合生産額は約

2898億 円で,そのうちの園芸特産物 (果樹,

野菜,花 き,き のこなど)が占める額は約1

909億 円である。また,園 芸特産物生産額

に占める野菜生産額の書」合は42.6%と な

り,野 菜栽賠は長野県震業の基幹となつて

しヽる。長野県内の葉菜類は,レ タス,ハ ク

サイ,キ ャベツが主体で,夏 季の冷涼な気

候を生かした栽賠が行われてしヽる.し かし,

夏季の栽嬉は各種害虫の活動がもつとも盛

んな時期の栽嬉となるため,栽 暗管理にお

ける書虫防除作業の割合は大きくなる.

長野県内で栽嬉するレタス・キャベツに

発生する主な害虫は,以 下のとおりである.

レタスでは牙牙タバコガ,タ マナギンウワ

バ,ヨ トウガ,ア プラムシ類9ナ モグリバ

エ,ネ グサレセンチュウ,キ ャベツではコ

ナガ,モ ンシロチョウ,ヨ トウガ,タ マナ

ギンウワバ,ア プラムシ類である。性フェ

ロモン剤を核としたこれらの書虫の総合的

管理につしヽて紹介 したしヽ.

レタスにおける総合的害虫管理

今から10年 ほど前から,レ タスに発生す

る書虫は大きく変1しし始めた。5,6月 に出

荷する香作のレタスにつしヽては,以 前は病

書虫の発生はほとんどなく,無 農薬栽培が

可能であつた。 しか し,1994年 頃からナ

モグリバエの被書が顕在化 し始め,現 在は

重要害虫となつてしヽる。また夏秋栽賠レタ

スでは,以 前は主な害虫はアプラムシ類で

あつたが,1994年 以降牙牙タバコガが主

要害虫となつてしヽる.こ れらの書虫がなぜ

急激に増えたかにつしヽてしヽろしヽろと説明が

されてしヽるが,ま だ不明な点が多しヽ.

牙牙タバコガ

レタスは高温に道遇すると抽台する性質
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を有する。 したがつて,栽 皓司能な時期は

温度に規定されており,時 期によって標高

を変えて栽培されてしヽる。一カ,オ 牙タバ

コガは5月 末～6月 前半に越冬世代成虫,7

月後半から第一世代成虫そ して 8月 後半か

ら第二世代成虫が発生する。レタスにおけ

る方牙タバコガ被書は,8月 中旬以降に散

見されるようになる(図1).つ まり,第 一世

代成虫の産卵によって被書が生 じてしヽる。

レタスにおける牙牙タバコガ防除の目標

としては,① 第一世代成虫の産卵抑制か②

第二世代幼虫の食入阻止である.

①の産卵抑制としては,性 フェロモンに

よる交信攪乱が有効となる。表 1に つなぎ

雌法による交尾率調査,表 2に 交信攪乱圃

場でのレタス被書度につしヽての結果を示し

た.性 フェロモンでは17～ 30%程 度の交

尾率があつたのに対し,性 フェロモン剤処

理条件下では交尾率が0となつた.同様に被

害程度につしヽても,無 処理条件下では被書
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度が16,7であつたのに対 し,処 理条件下で

は0.7～3.O程度と低く抑えられた。

②の食入阻止としては,次 のように者え

る。牙牙タバコガの成虫は結球始期前後の

レタス葉の間に潜り込んで葉の基部付近に

産卵する。孵化した幼虫は結球内部に潜り

込んで

食喜す
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孵化から結球内部に食入するまでの若齢幼

虫である。これまでの調査で,結 球始期を

中心として1週 間間隔で3回 程度殺虫斉Jを

散布すると,高 しヽ防除効果が得られること

が分かってしヽる。

すモグリバエ

レタスのナモグリバエでは,生 産現場に

発生生態につしヽての誤解がある.香 先の育

苗ハウス内は加温 してしヽるため露地よりも

気温が高しヽ.そ のため育苗ハウス内で活発

に活動 してしヽるナモグリバエ成虫がレタス

苗に産卵 してしヽる。それらの被産卵レタス

首を圃場に定植 した場合,圃 場の気温は低

しヽためナモグリバエ卵の発育は緩慢となり,

定植後ある程度時間が経過 してから潜条痕

が観察されるようになる。 したがつて,産

卵は圃場でされたのだと誤解されるのであ

る。

ナモグリバエ防除の目標は,① 産卵され

ていなしヽ健全な苗生産と②定植期の薬斉」土

壊処理である。

①の健全な苗生産としては,物 理的防除

法を活用することが有効である。すモグリ

バエは黄色に誘ヨ|される性質がある。その

ため,育 苗ハウス内外に黄色粘着 トラッフ

を設置しておくと多数の成虫が誘殺され,

育苗ハウス内の成虫密度と産卵数を抑制で

きる.

(2)の定植期の薬斉」土嬢処理としては,3

つの効果が期待できる。一つは苗の定植前

に処理することでわすかに産卵された苗で

あれば幼虫を殺虫し,潜 条痕の伸長を止め

ることができる。二つ目はレタス生育初期

のアブラムシ類の密度抑制である.ナ モグ

リバエ対策の上壊処理斉」はアブラムシ類に

も殺虫活性を有し,適 用登録を持つものも

ある。三つ目は一部の剤では麟翅目若齢幼

虫にわすかな活性を有するものがあり,定

植後初期の刀牙タバコガ抑制効果が認めら

れる。

レタスの lPM

以上のことを考慮したうえでレタスの総
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合的書虫管理体系を者えると,図2の ような

モデルが構築される.ま す,地 域全体に性

フェロモン剤を処理 し,全 体の密度を抑制

する.対 象となる書虫は,使 用する性フェ

ロモン剤の種類によっても異なるが,牙 牙
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タバコガ単独で交信攪舌しするか,牙 牙タバ

コガ,ヨ トウガ,タ マナギンウワバなど複

数種類を交信攪乱する複合性フェロモン剤

も利用できる.そ して,定 植期の薬剤土壊

処理により初期の牙牙タバコガおよびナモ

グリバエ,ア プラムシ類の密度管理対策を

行う.生 育期散布剤としては,結 球始期前

後に2回 程度殺虫剤を散布する。その後予察

を行しヽ9害 虫の発生状況に応 じて必要な散

布を実施する。

キャベツにおける総合的害虫管理

2003,2004年 に交付金プロジェク ト

「環境負荷低減のための病書虫群高度管理

技術の開発」(lPMプ ロジェク ト)に参画 し,

大規模栽皓キャベツにおける総合的病書虫

管理体系現地実証を行つた。

モデル圃場を設置したのは,長 野県軽井

沢町茂沢(標高900m)で ,圃 揚面積が11.4

ha,作 付品目はキャベツが6割 ,レ タスが4

割程度の地域である。実証技術としては,

複含性フェロモン斉J(コンフューザーV)に

よる交信撹舌し,セ イヨウヨナガチビアメバ

チ∂脇degma s例 枕姥 t/批解の導入,定 植

期の殺虫剤土壊処理 (ベンフラカルブMC),

A J 「,コヴⅢ : : : : : ま口 すⅢJ氏物 物 % 8 t も
=― =す 力 "ル ー P

選択性殺虫剤利用(ビリダリルFL9 B t剤 ,

インドキサカルブMPWP,ス ピノサ ドWD

G),モ ニタリングである.定 植前にコンフ

ューザーVを 地域全体に処理し,そ の後セ

イヨウコナガチビアメバチ雌成虫約20,00

0頭 を地域全体に放飼した。定植以降の殺虫

斉J処理実績は,図 3に示した。この体系の基

本的者え力は,以 下のとおりである。育苗

は開□部が防虫ネットで被覆された閉鎖系

の施設でおこなしヽ9害 虫が発生してしヽなしヽ

健全苗を用しヽる。定植直前に土壊処理殺虫

剤を苗の段FLSで実施する。それにより定植

から3～ 4週 間のキャベツ生長点保護をお

こなう。この時期の防除の目的は定植直後

に生長点付近に産卵あるしヽは飛来 して,直

接生長点をカロ害する書虫から生長点を保護

し,欠 株になることを防ぐことである。定

植後は1週 間に1回 程度で書虫のモ三タリ

ングをおこなしヽ9害 虫の発生状況に応 じて

生育期の殺虫剤散布をおこなう.コ ナガは

外葉も結球葉も加書するため,キ ャベツの

品質保持には防除は欠かせなしヽ.し か し,

タマナギンウワバは外葉を好んで摂食する.

したがつて,結 球期までのタマナギンウワ

バ防除は作物の生育に対する影響を者えて

必要であるが,結 球部肥大期には多少外葉

が食害されても大きな被書には結びつかな

しヽ.ま た,殺 虫剤は殺菌剤と異なり予防的

に散布するものではなしヽ。そこにしヽる書虫

にかかって,初 めて効果が現れる。必要な

ときに必要なことだけをする防除である。
一般的に,キ ャベツにおけるコナガ幼虫

の要防除密度は株当たり1頭 とされてしヽる.

今回の現地実証では,無 処理区では最大株

当たり2頭 を超える密度に達 した一カで,処

理区におしヽては株当たリコナガ幼虫密度は

0.5頭前後で推移 しており,低密度に抑える

ことが司能であつた。収穫時のキャベツの

様子を図4-1～ 3に 示した。殺虫剤無処理で

は,外 葉も結球葉もひどしヽ食害を受け,出

荷は不司能である(図4-1)。3回 処理 (定植

処理十生育期2回 )では,外 葉に食書が認め

られるものの結球部は健全で,通 常の出荷

が可能である(図4-2).4回 処理 (定植期処理

十生育期3回 )では,外 葉9結 球葉ともに食

書は認められす,慣 行防除にほぼ匹敵する

状態である(図4-3).図 5に 処理居」の被害度



圏4」 キャペツ収積時品質(殺宝剤鮮挫理)

と司販率を示した.4回 処理では被害度は2  劣 回数としては混ぜた成分数となる。

O 程 度 に 抑 え ら れ , 司 販 率 は 9 0 % に 達 し た .   慣
  定 植5 日後頃から 1 週間間 に在 期的殺宝剤触布行
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以上のことを者慮したうえでキャベツの

総合的書虫管理体系を者えると,図 6の よ

うなモデルが構築される.ま す。地域全体

に性フェロモン剤を処理 し,全 体の密度を

抑制する。対象となる書虫は,複 合性フェ

ロモン剤を利用 して,コ ナガ,ヨ トウガ,

タマナギンウワバ,オ 牙タバコガなどを交

信撹乱する。そ して,定 植期の薬剤土嬢処

理により初期のコナガ,ア プラムシ類,モ

ンシロチョウ,ヨ トウガ,タ マナギンウワ

バの密度管理対策を行う。生育期散布剤と

しては,モ ニタリングに基づき選択性殺虫

斉Jを散布する。

慣行栽店では,成 角回数
ネ
で15回 程度の

殺虫剤が散布されてしヽる。今回のモデ

ルでは成分回数で4回 であり,慣行の 1

/3～ 1/4程 度に震薬使用塁が肖」減

されてしヽる.司 販率90%は 慣行栽賠で

の司販率95%以 上と比較すると若干

劣るのだが,殺 虫剤コス トの削減から

見ると収入に大きく影響することはな

しヽと者えられる.
*成
分回数 :異なる成分の殺虫剤を混ぜて散

布した場合は,散布行為の回数は1回でも成

図6大 規模 説嬉 キ ャベ ツの慣行 随除 と IPM体 系モ デルの比較

今後の課題

レタスとキャベツにわけて,そ れぞれの

IPMを 紹介 したが,現 実の圃場は地域全

体で見ると様衆な作物がモザイク状に入り

組んでしヽるため,作 物群となり,防 除対象

の書虫も書虫群となる。フェロモンなど広

域的に使用する防除手段の場合は,地 域全

体を総合的に提える必要がある。|□居」課題

の取り組みの後に,そ れらを総含するため

の取り組みが必要となる.

さらに,今 回のモデルでは,い すれの作

物でも書虫のモニタリングにかなりの時間

を書」しヽてしヽる.通 常の震業生産者がそこま

でモニタリングに時間を割くことは困難で

ある。生産者が自らの圃場の書虫発生状況

を簡単に把握できる簡易モニタリング法を

開発することが急務である.
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野菜における総含防除
―フェロモン斉」を導入した露地野菜の総含防除―

信越化学工業株式会社   森  雄 三

露地野菜の書虫と発生様相

露地野菜を代表するキャベツに発生する喜虫

にはア牙ムシ、ハイマダラノメイガ、ウワバ類、

ハスモンヨトウ、シロイチモジヨトウ、ヨトウ

ガ、牙牙タバコガ、ネキリムシ類、コナガ、ア

ブラムシ類など多種である。また同じキャベツ

でも作型、地域、生育Bき期により書虫の発生様

相が大きく違う。

作型でみると書から夏にかけて収穫するもの

にはア牙ムシ、コナガ、アブラムシ類が問題に

なるが、秋冬取りの作型ではハイマダラノメイ

ガ、ハスモンヨトウ、牙牙タバコガなどが問題

になる。地域局」では高冷地では牙牙タバコガ、

ハスモンヨトウは少なく、タマナギンウワバ、

ヨトウガが多しヽ。また 1つ の圃場をみても栽暗

期間の前半と後半では主要書虫が異なつてくる。

愛知県 ・豊橋市のキャベツ圃揚の例では生育の

前半はハスモンヨトウが主体であつたが、後半

はコナガが主体になつてしヽる。牙牙タバコガ、

ウワバ類は栽暗期間を通して発生がみられる。

コンフューザーVの 開発

これまでの野菜用フェロモン斉」は、コナガ、

牙牙タバヨガを対象にした 「コナガコン、コナ

ガコンーフラス」、ハスモンヨトウを対象にした

「ヨトウコン日」、シロイチモジヨトウ対象の

「ヨトウコンS」である。しかしこれらフェ□

モン斉」は 1～ 2書 虫を対象にしてしヽるので他書

虫が発生した場合は農菓散布が隊要になる。散

布震薬はフェロモン斉J対象喜虫にも有効なこと

からフェロモン斉Jの価値が低下し、対象書虫El」

に必要なフェロモン斉」を設置しても省力性、経

済性の面で問題が生じる。この問題を解決する

ため複数の書虫 (ハスモンヨトウ、シロイチモ

ジヨトウ、ヨトウガ、牙牙タバコガ、タマナギ

ンウワノヾ、コナガ)を 対象にした複含フェロモ

ン斉」「コンフューザーV」 が開発された。対象

書虫が6種 のため揚面によっては牙―バースヘ

ック問題が生じる。

コンフューザーVの 設置条件

コンフューザーVの 設置は果樟]のようにはしヽ

かなしヽ。果樟]の場合は各樟]ともほぼ均一に発芽

し花が咲き収穫も同じように始まる。したがつ

てフェロモン斉」設置と果梅]の生育状況とは圃揚

により大きく異なることはなしヽ。フェロモン斉」

の設置時期さえ間違わなければ効果は十劣発揮

される。

しかし野菜の場合は農作業上定植時期が大き

く違う。圃場によって定植が最初と最後で1ケ

月以上開<。 我府は約1～ 2書」の定植が完了し

たBき点でフェロモン斉」の設置をすすめてしヽる。

さらに安定した交信撹舌し効果を得るため定植さ

れていない圃場にも圃揚周囲に設置するように

している。できるだけ早いBき期に広しヽ面積に設

置するためである。定植ごとに設置すると設置

終了までには時間がかかり過ぎ設置□場も劣散

されフェロモン斉」の効果が低下する。コンフュ

ーザーVは 定植期間が極端に長しヽ圃場ではすす

められない。□場の集団化が極めて重要になる。



コンフューザーVを 導入した軽地野菜の

総含防除

果樹フェロモン剤はフェロモン剤の効果が最

も期待できる書虫 (果実や葉の中に潜つて震薬

のかかりにくしヽシンクイムシ類、ハマキムシ類)

中bに 使用されてしヽる。果樹の lPMは 土着天

敵の活用を基本としとくにダニ剤の削減をすす

めてしヽる。天敵に影響の少なしヽ防除体系づくり

と普及が重要な課題となつてしヽる。

野菜につしヽてはどうであろうか。コンフュー

ザーVは 牙牙タバコガ、コナガ、ハスモンヨト

ウなど野菜の主要書虫を対象にしてしヽる。野菜

の IPM推 進はコンフューザーVに よりこれら

主要害虫の発生を抑え、さらに天敵に影響の少

なしヽ防除体系により天散の活用を図り減農薬と

防除経費削減を基本としてしヽる。コンフューザ

ーVの 対象外であるアブラムシ類などはできる

だけ天敵による防除を期待してしヽる。

コンフューザーVと 天敵に影響の少ない防

除体系例 (キャベツ)

皆殺しタイプの農薬は避け天散への悪影響が

少なく、あつても影響の短しヽ殺虫斉」を使うこと

が重要である。露地野菜では土着天敵を活用し

た防除体系が司能である。土嬢処理粒剤を防須

にし IGR剤 、BT剤 、ピリダリル剤などによ

る防除体系を組むようにしている。

1 8月  + 9月  + 10月  +11月  十

定植         収 穫開始

争こ)8)(C)(a)

(⇔:コンフューザーV設置。①～④殺虫斉」散布。)

まとめ

コンフューザーVを 導入した露地野菜の IP

M推 進には、震家の力が使用したメリットを明

確に感じることが不可欠である。そのためには、

天散に影響の少なしヽ防除体系により土首天敵の

活用を図り減震薬を実現し、10a当 たりの防

除経費を削減してゆくことが重要である。また

圃場の集団化を図り広面積にコンフューザーV

を設置し、圃場の周辺処理、傾斜対策、初期密

度が高しヽ揚合の対策なども講じながらフェロモ

ン剤の効果安定を図ることも大切である。

各種作物と IPMの 考えカ

作物 フェロモンにより

防除する書虫

天敵により

防除する害虫

段虫剤により

防除する害虫

備 ワタアカミムシ オオタバコガ

コナジラミ

アブラムシ、ダニ

ボールヴィーブル

ョコバィ

)ンゴ モモシンクイガ

ナシヒメシンクイ

ホハマキ

ダニ、アブラムシ

カイガラムシ

キンモンホソガ

(キハマキ)

わメムシ

野菜 中ハスモンヨトウ

キオオタバコガ

中コナガ

■シロイチモジヨトウ

タマナギンウワバ

ヨトウガ

アブラムシ

(中ハスモンヨトウ)

(キオオタ′ヽコガ)

(十コナガ)

(十シロイチモジ

ヨトウ)

ハイマダノメイガ

中印はフェロモン剤対象害虫であるが天敵による抑制も期待できる。

天敵に影響の少ない防除体系例 (キャベツ)

対象害虫 発生多の場合 発生少の場合

Ｔ

）
定植時のコナガ補

完防除

モスピラン

粒斉」

ジェイエース

粒剤

２

）
コナガ、アオムシ

等鱗翅目害虫

ノーモル ト乳剤

等 IG R斉」

エスマルク DF

等 B T剤

(〇) コナガ、アオム

シ、ウワバ類等

鱗翅目書虫

プレオFL プレオFL

（４
）
コナガ、ウワバ

類、ヨトウガ等

鱗翅目書虫

スピノエース

類粒水禾□斉」

フローバ ック

DF t t  B T斉」

備者 :定植時処理粒斉」は必す行なう。
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